
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

○
「
し
た
き
れ
雀
」

実
践
女
子
大
学
図
書
館
常
磐
松
文
庫
に
は
鱗
形
屋
板
と
山
本
板
の
舌
き
れ
雀
の
初
期
草
双
紙
（
赤
本
）
が
存
在
す
る
。
両
者
の
内
容
は

き
わ
め
て
類
似
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
当
時
の
歌
舞
伎
に
取
材
し
た
箇
所
が
あ
り
、
そ
の
年
代
の
違
い
か
ら
舌
き
れ
雀
の
赤
本
の

享
受
が
長
期
間
に
亘
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
赤
本
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
上
で
の
重
要
な
手
掛
か
り

の
ひ
と
つ
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
影
印
を
紹
介
し
、
内
一
点
に
つ
い
て
は
翻
刻
を
併
せ
て
示
し

た
い
。

調
査
報
告
八
十
三

一
、
書
誌 実

践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
「
舌
切
雀
」
影
印
と
翻
刻

い
て
体
裁
を
示
す
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

松

原
哲
子

11弓

一一Llj－



○
『
舌
切
雀
」
（
書
名
は
害
題
祭
に
」

表
紙
替
表
紙
。
黒
色
、
無
地
。

柱
刻

題
祭
短
冊
形
害
題
叢
。
「
舌
切
雀
／
黒
本
／
山
本
重
春
画
」
と
あ
り
。

寸
法
表
紙
一
七
・
四
ｍ
×
一
三
・
○
ｍ

本
文
匡
郭
一
六
・
一
ｍ
×
一
二
・
三
ｍ

板画刊紙柱
元工記数刻

名

寸
法

表
紙

題
篭

不
明
。
た
だ
し
、
東
洋
文
庫
（
岩
崎
文
庫
）
蔵
の
『
し
た
き
れ
雀
」
と
同
板
で
、
こ
れ
に
は
一
丁
表
の
匡
郭
上
部
に
丸
に
鱗
形

の
商
標
が
み
え
、
鱗
形
屋
板
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
注
ｌ
）
。
よ
っ
て
本
書
は
鱗
形
屋
板
の
後
摺
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

五
丁

な
し

替
表
紙
。
丹
色
、
雷
と
鳥
の
型
押
し
文
様
。

欠
。
表
紙
に
短
冊
状
の
題
簑
の
痕
跡
が
み
え
る
が
、
元
の
も
の
で
は
な
い
・
後
述
の
通
り
、
鱗
形
屋
板
『
し
た
き
れ
雀
」
と
同

板
と
判
断
さ
れ
る
の
で
、
本
書
の
耆
名
も
こ
れ
に
従
う
。

表
紙
一
七
・
四
ｍ
×
一
二
・
九
ｍ

本
文
匡
郭
一
五
・
九
ｍ
×
一
一
・
八
ｍ

な
し

志
た
切
す
鼠
め

志
た
切
す
、
め

（
書
名
は
害
題
祭
に
よ
る
）

▲
一
（
二
～
五
二

一
壱
（
二
〃
～
〃
五
）
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山
本
板
一
舌
切
雀
』
と
鱗
形
屋
板
『
し
た
き
れ
雀
」
を
比
較
し
て
み
る
と
、
場
面
の
展
開
や
挿
絵
の
構
図
が
近
似
し
て
い
る
。
本
文
部

分
に
つ
い
て
も
一
致
し
て
い
る
部
分
が
非
常
に
多
く
、
両
者
の
間
に
関
係
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

作
中
の
登
場
人
物
名
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
「
弥
五
太
夫
」
と
そ
の
娘
の
「
お
梅
」
が
共
通
し
て
お
り
、
伴
の
者
に
つ
い
て
は
鱗
形

屋
板
が
「
新
八
」
、
山
本
板
が
「
長
七
」
と
な
っ
て
い
る
《
注
２
－
。
舌
切
雀
物
の
作
品
の
系
譜
を
追
っ
て
み
る
と
、
主
人
公
の
名
は
「
弥
五
太

夫
」
、
そ
の
伴
の
名
は
「
新
八
」
と
す
る
の
が
主
流
だ
と
思
わ
れ
一
縦
３
－
、
本
書
に
み
え
る
「
長
七
」
と
い
う
名
は
こ
れ
か
ら
外
れ
る
。
ま

た
、
弥
五
太
夫
の
娘
の
名
前
に
は
「
お
み
つ
」
や
「
お
し
も
」
な
ど
の
異
同
が
み
ら
れ
る
が
一
往
４
）
、
本
書
と
鱗
形
屋
板
で
は
共
通
し
て
お

り
、
こ
の
点
も
ま
た
両
者
の
関
係
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

両
者
の
最
大
の
違
い
は
、
四
丁
表
の
、
弥
五
太
夫
と
お
梅
と
伴
の
者
の
三
人
を
雀
の
所
で
も
て
な
す
際
に
披
露
さ
れ
る
踊
り
の
場
面
で

一
括
”
ブ
（
》
○

板画刊紙
元工記数

名
な 五

丁一し丁

鱗
形
屋
板
「
し
た
き
れ
雀
』
で
は
、
弥
五
太
夫
の
「
こ
れ
は
菊
之
丞
が
し
た
や
り
を
ど
り
じ
や
の
」
、
新
八
の
「
い
よ
ノ
く
、
を
ら
が
せ

一
丁
裏
「
山
本
平
七
郎
重
春
之
耆
」
、
四
丁
表
「
山
本
重
春
筆
」

一
丁
表
の
匡
郭
上
部
に
丸
に
「
山
」
字
（
丸
の
左
右
に
「
大
叶
」
字
）
の
商
標
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
山
本
板
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。

二
、
山
本
板
『
舌
切
雀
』
に
つ
い
て
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○
「
千
本
左
衛
門
』

両
者
の
刊
行
が
、
そ
れ
ぞ
れ
典
拠
と
す
る
歌
舞
伎
の
上
演
に
即
し
て
刊
行
さ
れ
た
と
す
る
と
、
鱗
形
屋
板
は
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）

あ
た
り
、
山
本
板
は
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
も
し
く
は
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
あ
た
り
の
刊
行
と
推
測
さ
れ
る
が
、
鱗
形
屋
板
と

山
本
板
で
は
、
い
っ
た
い
ど
ち
ら
が
先
行
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

で
あ
る ｜

方
、
山
本
板
「
舌
切
雀
」
で
は
、
こ
の
場
面
は
い
わ
ゆ
る
道
成
寺
に
な
っ
て
い
る
。
鐘
を
描
い
た
屏
風
の
前
で
扇
を
手
に
烏
帽
子
姿

で
踊
る
雀
が
描
か
れ
、
「
い
り
あ
い
の
か
ね
に
は
な
や
ち
る
ら
ん
は
な
や
ち
る
ら
ん
」
と
い
う
訶
章
が
記
さ
れ
、
踊
る
雀
の
芸
者
を

「
い
よ
Ｉ
～
を
ら
が
／
～
す
、
め
の
こ
を
ど
り
て
う
づ
め
ノ
ー
」
と
丁
稚
の
長
八
が
ほ
め
て
い
る
。
こ
の
場
面
は
、
享
保
十
六
年

（
一
七
三
一
）
春
江
戸
中
村
座
の
「
傾
城
福
引
名
護
屋
」
で
上
演
さ
れ
た
初
代
瀬
川
菊
之
丞
の
「
傾
城
道
成
寺
」
や
、
延
享
元
年
（
一
七

四
四
）
春
中
村
座
の
「
耐
末
広
曽
我
」
で
上
演
さ
れ
た
初
代
瀬
川
菊
之
丞
の
「
百
千
烏
娘
道
成
寺
」
の
好
評
を
反
映
し
た
も
の
と
み
ら
れ

る
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
指
摘
が
あ
る
（
注
６
）
。

川
様
め
」
と
い
っ
た
せ
り
ふ
や
、
唄
の
訶
章
取
り
と
思
わ
れ
る
「
さ
ま
に
あ
ふ
て
の
あ
さ
か
へ
り
け
し
き
た
の
し
む
男
は
だ
て
に
又

と
あ
る
ま
い
一
代
や
つ
こ
し
か
し
こ
よ
い
は
か
り
ね
の
枕
恋
の
中
の
町
御
さ
き
で
ふ
れ
ｌ
、
御
と
も
で
ふ
れ
ｌ
、
」
の
一
節
な

ど
か
ら
、
元
文
二
年
二
七
三
七
）
江
戸
中
村
座
の
歌
舞
伎
．
代
奴
一
代
男
一
代
女
」
で
初
代
瀬
川
菊
之
丞
が
演
じ
た
所
作
事
に
取
材

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
注
５
）
。

ま
ず
、
本
書
の
画
工
が
山
本
重
春
で
あ
る
こ
と
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。

こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
山
本
重
春
の
草
双
紙
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
見
解
を
示
す
と
以
下
の
通
り
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太
平
記
」
（
寛
保
二

○
『
日
本
蓬
文
の
始
』

こ
の
ほ
か
に
、
『
三
輪
山
猿
手
柄
」
（
二
巻
二
冊
、
作
中
商
標
あ
り
。
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
題
叢
の
意
匠
や
新

板
目
録
の
記
載
な
ど
か
ら
刊
年
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
だ
が
、
各
作
品
の
既
存
の
文
芸
か
ら
の
摂
取
の
有
り
様
か
ら
推
測
す

る
限
り
、
山
本
重
春
は
延
享
ご
ろ
に
活
動
し
た
画
作
者
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
は
全
て
本
文
匡
郭
上
部
に
商
標
が
み
え
、

柱
刻
の
様
式
も
類
似
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
山
本
板
『
舌
切
雀
』
は
一
致
し
て
お
り
、
本
書
も
他
の
山
本
重
春
の
草
双
紙
と

近
い
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

武
藤
純
子
『
初
期
浮
世
絵
と
歌
舞
伎
ｌ
役
者
絵
に
注
目
し
て
ｌ
』
（
笠
間
言
院
、
平
成
十
七
年
）
に
よ
っ
て
山
本
重
春
の
活
動
を
み
て

み
る
と
、
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
に
役
者
絵
が
確
認
で
き
、
宝
暦
四
・
五
・
六
年
（
一
七
五
四
～
一
七
五
六
）
に
は
山
本
義
信
と
改
名

し
た
後
の
役
者
絵
が
存
在
す
る
。
よ
っ
て
草
双
紙
で
の
状
況
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
重
春
の
活
動
期
と
し
て
は
ま
ず
延
享
期
が
考
え
ら
れ

○
『
紅
皿
閼
皿
昔
物
語
』
（
正
し
く
は

二
巻
二
冊
。
作
中
商
標
あ
り
。

○
『
新
板
軍
法
／
富
士
見
西
行
絵
尽
』

三
巻
三
冊
。
題
篭
及
び
作
中
に
商
標
あ
り
（
一
丁
表
の
商
標
は
陰
刻
と
な
っ
て
い
る
）
。
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
大
坂
竹
本
座
初

演
の
浄
瑠
璃
「
軍
法
富
士
見
西
行
」
の
正
本
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
（
注
９
）
。

『
紅
皿
閼
皿
昔
物
語
』
（
正
し
く
は
『
寄
合
昔
日
噂
」
か
。
注
Ⅲ
）

三
巻
三
冊
。
題
叢
及
び
作
中
に
商
標
あ
り
。
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
三
月
大
阪
豊
竹
座
の
浄
瑠
璃
「
鳴
門
緋
袴
鹿
間
褐
染
／
風
俗

太
平
記
」
（
寛
保
三
年
江
戸
辰
松
座
で
も
上
演
さ
れ
た
か
）
お
よ
び
そ
の
浄
瑠
璃
絵
尽
し
本
に
取
材
し
て
い
る
産
７
）
。

寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
刊
か
（
一
丁
表
に
「
巳
の
と
し
の
新
板
」
と
あ
り
）
。
二
巻
二
冊
。
作
中
商
標
あ
り
。
宝
永
六
年
（
一
七

○
九
）
江
戸
山
村
座
の
歌
舞
伎
「
傾
城
雲
雀
山
」
の
文
売
り
の
せ
り
ふ
を
草
双
紙
化
し
た
も
の
《
注
８
）
。
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先
掲
の
『
初
期
浮
世
絵
と
歌
舞
伎
ｌ
役
者
絵
に
注
目
し
て
ｌ
」
に
よ
れ
ば
、
山
本
は
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
か
ら
明
和
二
年
二
七

六
五
）
ま
で
役
者
絵
を
刊
行
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
よ
っ
て
、
初
期
草
双
紙
の
刊
行
に
つ
い
て
も
、
も
っ
と
さ
か
の
ぼ
る
可
能

性
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
山
本
板
の
初
期
草
双
紙
は
、
宝
暦
十
年
（
一
七
六
○
）
以
降
、
題
篭
や
新
板
目
録
に
丸
に
「
山
」
字
と
丸

に
「
丸
小
」
字
の
二
つ
の
商
標
を
掲
げ
、
作
中
商
標
が
「
丸
小
」
と
な
っ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
丸
小
板
の
体
裁
の
本
が
刊
行
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
な
ど
、
活
動
の
実
態
が
不
明
瞭
な
点
も
多
い
荏
哩
）
。

た
だ
し
、
管
見
の
限
り
で
は
あ
る
が
、
山
本
・
丸
小
板
の
草
双
紙
を
み
て
み
る
と
、
山
本
板
の
中
で
も
宝
暦
期
か
ら
明
和
期
に
か
け
て

の
刊
年
が
特
定
で
き
る
作
品
の
柱
刻
は
、
山
本
板
『
舌
切
雀
」
の
そ
れ
と
意
匠
が
全
く
異
な
っ
て
い
る
｛
注
喝
）
。
こ
の
柱
刻
の
意
匠
が
宝
暦

十
年
以
降
の
丸
小
板
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
山
本
板
『
舌
切
雀
」
は
宝
暦
・
明
和
よ
り
も
早
い
時
期
の
刊
行
で

こ
と
に
よ
っ
て
刊
年
を
粋

を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

つ
づ
い
て
、
板
元
で
あ
る
山
本
の
出
板
活
動
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。
現
存
す
る
山
本
板
の
草
双
紙
の
う
ち
刊
年
を
確
定
で
き
る
も
の

は
、
宝
暦
初
年
か
ら
明
和
初
年
に
亘
っ
て
い
る
《
注
Ⅲ
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
は
、
原
題
篭
の
意
匠
や
作
中
の
新
板
目
録
と
照
合
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
刊
年
を
推
定
で
き
る
作
品
の
み
に
依
っ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
山
本
板
の
草
双
紙
刊
行
が
こ
の
時
期
に
限
定
さ
れ
る
こ
と

の
で
、
山
本
板
『
舌
切
雀
』
を
延
享
元
年
の
「
百
千
烏
娘
道
成
寺
」
に
取
材
し
た
、
翌
延
享
二
年
の
刊
行
と
推
定
す
る
の
が
妥
当
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
重
春
の
号
で
の
活
動
の
下
限
に
つ
い
て
は
宝
暦
初
年
前
後
が
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
活
動
の
上
限
に
つ
い
て
は

そ
れ
を
明
確
に
す
る
た
め
の
材
料
が
十
分
と
は
い
え
ず
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
い
え
る
。

山
本
重
春
の
活
動
を
追
う
こ
と
に
よ
っ
て
山
本
板
「
舌
切
雀
』
の
刊
行
年
を
類
推
し
、
鱗
形
屋
板
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し

て
も
、
現
存
す
る
作
品
が
少
な
い
現
状
に
お
い
て
は
明
確
な
答
え
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
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現
在
確
認
で
き
る
山
本
の
役
者
絵
刊
行
の
上
限
が
元
文
二
年
二
七
三
七
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
山
本
板
『
舌
切
雀
」
は
延
享

二
年
（
一
七
四
五
）
刊
行
が
妥
当
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
武
藤
氏
に
よ
れ
ば
、
山
本
は
享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
に
既
に
役
者
絵
を
刊

行
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
（
注
卿
）
、
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
刊
行
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
、
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
。

あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

山
本
板
の
「
て
さ
て
」
の
部
分
の
意
味
が
取
れ
な
い
。
単
な
る
誤
刻
か
も
し
れ
な
い
が
、
鱗
形
屋
板
と
比
べ
て
板
面
に
対
す
る
文
字
の
配

分
が
円
滑
で
な
い
こ
と
を
併
せ
る
と
や
や
違
和
感
を
感
じ
る
｛
注
賜
）
。
ま
た
、
三
丁
表
の
、
弥
五
太
夫
の
「
き
様
は
け
ら
い
し
ゆ
か
」
と
い

う
せ
り
ふ
が
、
最
も
せ
り
ふ
と
し
て
読
者
が
読
み
易
い
弥
五
太
夫
の
顔
の
隣
に
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
隣
に
い
る

お
梅
の
頭
の
上
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
三
丁
裏
の
弥
五
太
夫
の
「
こ
な
た
の
し
た
は
な
を
り
ま
し
た
か
」
、
雀
の
「
御
じ
い
様
御
ち
そ
う

に
げ
い
し
ゃ
を
申
付
ま
し
た
」
と
い
う
せ
り
ふ
に
つ
い
て
も
、
鱗
形
屋
板
に
比
べ
る
と
読
み
難
い
配
置
に
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
他
に
も
、

登
場
人
物
の
せ
り
ふ
を
追
っ
て
い
く
と
、
配
置
に
違
和
感
を
感
じ
る
箇
所
が
い
く
つ
か
見
受
け
ら
れ
る
。

挿
絵
の
構
図
に
つ
い
て
も
、
鱗
形
屋
板
の
方
が
、
よ
り
自
然
な
描
か
れ
方
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
例
え
ば
、
三
丁

表
の
「
す
、
め
の
か
く
れ
ざ
と
門
が
ま
へ
」
の
場
面
を
見
て
み
る
と
、
伴
の
者
が
「
さ
て
／
～
け
つ
こ
う
な
門
が
ま
へ
か
な
」
と
感
心
し

そ
こ
で
最
後
に
、
鱗
形
屋
板
と
山
本
板
と
を
並
べ
て
見
比
べ
た
際
に
い
く
つ
か
気
付
い
た
点
を
踏
ま
え
て
私
見
を
述
べ
た
い
と
思
う
。

ま
ず
、
一
丁
裏
の
樫
負
婆
が
雀
の
舌
を
切
る
場
面
に
つ
い
て
、
樫
負
婆
の
せ
り
ふ
を
み
て
み
る
と
以
下
の
通
り
に
な
る
。

鱗
形
屋
板
に
つ
く
い
す
ゞ
め
だ
い
そ
が
し
い
に
せ
つ
か
く
に
た
の
り
を
み
ん
な
な
め
た
は
ら
が
た
ち
申

マ
マ

山
本
板
て
さ
て
ノ
ー
に
つ
く
い
す
、
め
だ
い
そ
が
し
い
に
せ
つ
か
く
に
た
の
り
を
み
ん
な
に
し
た
う
そ
は
ら
の

つ
弘
，
た
つ
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注
２
こ
の
他
に
、
山
本
板
で
は
冒
頭
の
場
面
で
「
い
の
す
け
」
と
い
う
子
供
の
名
前
が
出
て
く
る
が
、
鱗
形
屋
板
で
は
み
ら
れ
な
い
。

注
３
「
弥
五
太
夫
」
と
「
新
八
」
の
組
み
合
わ
せ
は
、
古
く
は
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
刊
行
の
赤
小
本
に
み
え
、
鱗
形
屋
板
の
赤
本

の
他
、
黒
本
の
一
新
板
／
舌
切
雀
』
（
鳥
居
清
満
画
。
鱗
形
屋
板
）
な
ど
に
継
承
さ
れ
て
い
る
（
『
近
世
子
ど
も
の
絵
本
集
江
戸

篇
』
お
よ
び
内
ケ
崎
有
里
子
『
江
戸
期
昔
話
絵
本
の
研
究
と
資
料
』
〈
三
弥
井
書
店
、
平
成
十
一
年
〉
）
。

注
１
『
近
世
子
ど
も
の
絵
本
集
江
戸
篇
」
（
鈴
木
重
三
・
木
村
八
重
子
編
。
岩
波
書
店
、
昭
和
六
十
年
）
に
、
影
印
お
よ
び
翻
刻
が
紹

以
上
の
よ
う
に
、
現
時
点
で
検
討
し
て
み
る
限
り
で
は
、
山
本
板
「
舌
切
雀
」
は
、
鱗
形
屋
板
『
し
た
き
れ
雀
」
の
刊
行
後
、
こ
れ
を

踏
襲
す
る
か
た
ち
で
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
に
、
時
事
的
な
場
面
つ
ま
り
初
代
瀬
川
菊
之
丞
の
所
作
事
を
組
み
込
む
と
い
う
趣
向
の
み

を
変
更
し
て
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

山
本
板
「
舌
切
雀
」
の
位
置
付
け
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
現
存
の
山
本
重
春
作
品
に
よ
っ
て
活
動
の
実
態
を
で
き
る
限
り
明
ら

か
に
し
、
そ
れ
を
板
元
山
本
の
出
板
活
動
の
中
で
位
置
づ
け
て
み
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
現
存
の
山
本
板

の
出
板
物
一
点
一
点
を
精
査
し
、
そ
の
出
板
活
動
や
草
双
紙
の
形
態
の
変
化
な
ど
を
編
年
的
に
追
う
こ
と
に
よ
っ
て
補
っ
て
い
く
作
業
が

不
可
欠
だ
と
い
え
る
。
こ
れ
を
今
後
の
課
題
と
す
る
。

て
い
る
そ
の
門
の
様
子
が
鱗
形
屋
板
で
は
は
っ
き
り
と
描
か
れ
て
い
る
が
、
山
本
板
で
は
門
構
え
よ
り
も
出
迎
え
の
雀
の
方
が
目
立
っ
て

い
る
。
よ
っ
て
、
板
面
に
対
す
る
文
字
の
配
置
や
全
体
の
構
図
な
ど
か
ら
受
け
た
印
象
か
ら
推
測
す
る
限
り
で
は
、
鱗
形
屋
板
が
山
本
板

を
踏
襲
し
た
と
と
ら
え
た
方
が
妥
当
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

介
さ
れ
る
。
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注
皿
作
中
商
標
が
丸
に
「
丸
小
」
字
と
な
っ
て
い
る
山
本
小
兵
衛
板
を
除
く
。

注
吃
例
え
ば
、
明
和
二
年
二
七
六
五
）
刊
の
『
東
荘
寺
合
戦
」
（
鳥
居
清
満
画
）
は
、
丸
に
「
山
」
字
の
み
を
配
す
る
題
祭
を
有
し
、

作
中
商
標
も
「
山
」
字
と
な
っ
て
い
る
。
宝
暦
十
年
以
降
丸
小
板
の
刊
行
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
丸
に
「
山
」
字
の
商
標
を
有
す

る
題
篭
が
、
山
本
板
と
丸
小
板
の
二
種
同
時
期
に
併
存
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
作
中
商
標
は
、
そ
れ
ぞ
れ
丸
に
「
山
」
字
お
よ

び
丸
に
「
丸
小
」
字
と
な
っ
て
お
り
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
検
討
を
要
す
る
。
こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
丹
和
浩
氏
に
よ
っ
て
紹

介
が
な
さ
れ
て
い
る
書
昭
和
六
十
一
年
度
科
学
研
究
費
に
よ
る
「
江
戸
時
代
の
児
童
読
物
の
中
心
と
な
っ
た
赤
本
・
黒
本
・
青
本

の
調
査
内
容
分
析
と
翻
刻
研
究
」
報
告
書
」
昭
和
六
十
二
年
三
月
、
『
江
戸
の
絵
本
Ⅱ
」
国
耆
刊
行
会
、
昭
和
六
十
二
年
）
・

注
過
宝
暦
期
以
降
の
山
本
板
の
多
く
に
は
作
中
商
標
が
な
く
、
柱
刻
の
大
ぶ
り
の
円
や
三
角
形
な
ど
の
意
匠
を
組
み
合
わ
せ
、
巻
毎
に

注
舶
木
村
八
重
子
「
黒
本
・
青
本
に
お
け
る
異
版
と
校
合
本
」
（
「
書
誌
学
』
第
三
十
号
、
昭
和
五
十
七
年
）
、
『
近
世
子
ど
も
の
絵
本
集

注
６
佐
藤
悟
「
草
双
紙
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
疑
問
」
弓
江
戸
文
学
』
第
三
十
五
号
、
ぺ
り
か
ん
社
、
平
成
十
八
年
十
一
月
）

注
７
加
藤
康
子
「
赤
本
妻
十
本
左
衛
門
』
に
つ
い
て
」
（
「
叢
」
第
十
三
号
、
平
成
二
年
七
月
）

注
８
小
池
正
胤
「
『
日
本
蓬
交
の
始
』
に
つ
い
て
」
言
昭
和
六
十
三
年
度
科
学
研
究
費
に
よ
る
「
江
戸
時
代
の
児
童
絵
本
の
調
査
分
析

と
現
代
の
教
育
的
意
義
の
関
連
の
研
究
」
報
告
書
』
平
成
元
年
二
月
）

注
９
三
好
修
一
郎
弓
富
士
見
西
行
』
に
つ
い
て
」
含
ま
」
第
四
号
、
昭
和
五
十
六
年
五
月
、
『
江
戸
の
絵
本
Ⅱ
」
国
書
刊
行
会
、
昭
和

､､､､､､､､､､

ﾘ干汪汪Y二F汗

87654
六
十
二
年
）

江
戸
篇
」

注
３
に
同
じ
。

注
１
に
同
じ
。
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配
色
を
反
転
す
る
な
ど
の
凝
っ
た
意
匠
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
作
中
商
標
を
伴
う
も
の
に
つ
い
て
も
柱
刻
の
意
匠
は
同
様

で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
山
本
板
『
舌
切
雀
』
の
牲
刻
に
は
装
飾
的
な
意
匠
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

注
腔
刊
年
を
推
定
し
た
も
の
含
め
る
と
享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
か
ら
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
ま
で
の
広
が
り
が
想
定
さ
れ
る
（
武

藤
純
子
『
初
期
浮
世
絵
と
歌
舞
伎
ｌ
役
者
絵
に
注
目
し
て
ｌ
」
）

注
唱
他
に
、
鱗
形
屋
板
の
四
丁
裏
、
雀
の
所
を
去
る
弥
五
太
夫
た
ち
を
見
送
る
雀
の
家
来
に
つ
い
て
「
弥
五
太
夫
に
な
じ
み
て
の
こ

り
を
が
り
」
と
い
う
描
写
が
あ
り
、
「
を
が
り
」
の
部
分
に
つ
い
て
、
「
近
世
子
ど
も
の
絵
本
集
江
戸
篇
』
で
は
「
し
」
の
字
を
補

い
「
を
し
が
り
」
と
し
て
い
る
が
、
山
本
板
の
対
応
部
分
も
「
を
が
り
」
と
な
っ
て
い
る
例
が
あ
る
。
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鱗
形
屋
板
『
し
た
き
れ
雀
』
（
後
摺
本
）

（
実
践
女
子
大
学
常
磐
松
文
庫
蔵
）

へ

丁
表
）

へ

丁
裏
・
二
丁
表
）
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■
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丁
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三
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・
四
丁
表
）
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（
四
丁
裏
・
五
丁
表
）

（
五
丁
裏
）

1，j一

－1，0－



（
｜
丁
表
）

む
か
し
ノ
ー
‐
さ
る
い
な
か
に

つ
ま
り
す
ゞ
め
を
一
羽
と
ら
へ

を
も
ら
い
て
わ
か
や
に
か
へ
る

（
弥
五
太
夫
）
み
ん
な
に
ぜ
ひ
を
』

（
子
供
）
い
の
す
け
う
っ
て
や
ブ

（
雀
）
ち
う
／
ｌ
、
ノ
ｒ
～

け
ん
と
ん
は
風
は
ら
た
て
る

（
樫
負
婆
）
あ
ん
に
す
く
い
も
し
っ
ん
に
が
さ
つ
し
や
い

へ へ

;職斑工
圭孵薩
百れ、すテ

烹撮噌応壷
､、るを

翻
刻

百
で
か
い
申
た

み
ん
な
に
ぜ
ひ
を
や
ろ
う
ぞ

ゞ
め
を
か
い
と
り
う
ち
へ
も
ど
り

幻
を
か
は
い
か
り
け
り

う
っ
て
や
ろ
》
っ
か

も
、
の
弥
五
太
夫
と
い
ふ
も
の
あ
り
け
り
じ
ひ
ふ
か
く
せ
う
し
き
な
り
し
か
あ
る
と
き
子
供
あ

う
ち
こ
ろ
さ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
へ
弥
五
太
夫
と
を
り
あ
は
せ
子
供
に
せ
に
を
と
ら
せ
す
、
め

文
節
の
切
れ
目
に
適
宜
空
白
を
入
れ
、
登
場
人
物
の
せ
り
ふ
に
つ
い
て
は
各
々
（
）
内
に
示
し
た
。

よ
い
子
じ
や
そ
の
す
礎
め
を
お
れ
に
う
っ
て
ノ
く
れ
い

む
す
め
お
む
め
に
よ
ろ
こ
ば
す
る

1句ダヘ
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す
塾
め
の
か
く
れ
ざ
と
門
が
ま
へ

あ
る
と
き
じ
ゞ
の
る
す
に
ば
、
せ
ん
た
く
す
る
と
て
の
り
を
に
て
さ
ま
し
を
き
け
る
に
か
の
す
ざ
め
か
ご
よ
り
出
て
の
り

を
す
こ
し
な
め
け
れ
ば
け
ん
ど
ん
ば
、
大
ぶ
ん
は
ら
た
ち
す
、
め
の
し
た
を
き
っ
て
は
な
し
け
る
事
は
な
は
だ
じ
や
け
ん
の
い
た

山
本
七
郎
重
春
之
耆

（
弥
五
太
夫
）
し
た
き
れ
す
、
め
ち
よ
少
ｒ
～
／
‐
～

弥
五
太
夫
す
、
め
を
ふ
び
ん
に
お
も
い
お
む
め
が
て
を
ひ
き
た
つ
ね
に
出
る
所
を
や
す
ぎ
め
弥
五
太
夫
が
心
を
か
ん
じ
す
げ

の
ま
つ
ば
ら
ま
で
む
か
い
に
出
礼
を
い
ふ
て
と
も
な
い
行
大
ぶ
ん
ち
そ
う
す
る

（
お
梅
）
し
た
き
れ
す
、
め
ち
よ
Ｉ
、
／
‐
～

（
お
梅
）
か
は
い
そ
う
に

マ
マ

（
樫
負
婆
）
て
さ
て
／
１
１
に
つ
く
い
す
、
め
だ
い
そ
が
し
い
に

り
な
さ
け
な
き
事
也

（
二
丁
裏
・
三
丁
表
）

（
舌
切
雀
）
ち
う
ノ
ー
ー
ノ
！
、

つ

せ
つ
か
ノ
、
に
た
の
、
リ
を
み
ん
な
に
し
た
う
そ
は
ら
の
つ
蕊
た

－1oワー
ュJイ



山
本
重
春
筆

（
お
梅
）
長
七
お
も
し
ろ
い
の
ち
と
ほ
め
や
れ

（
長
七
）
い
よ
Ｉ
‐
～
を
ら
か
Ｉ
、
す
、
め
の
こ
を
ど
り
て
う
づ
め
／
、

（
唄
）
い
り
あ
い
の
か
ね
に
は
な
や
ち
る
ら
ん
は
な
や
ち
る
ら
ん
い
や
つ
あ
ノ
ー
す
っ
と
ん
Ｉ
、

（
三
丁
裏
・
四
丁
表
）

（
弥
五
太
夫
）
こ
な
た
の
し
た
は
な
を
り
ま
し
た
か

（
舌
切
雀
）
御
じ
い
様
御
ち
そ
う
に
げ
い
し
や
を
申
付
ま
し
た
お
梅
様
よ
ふ
御
ら
ん
あ
そ
ば
し
ま
せ

（
四
丁
裏
・
五
丁
表
）

す
、
め
の
か
く
れ
ざ
と
□
め
の
□
を
か
ｈ

（
雀
の
家
来
衆
）
よ
ふ
こ
そ
お
い
で
な

（
弥
五
太
夫
）
き
様
は
け
ら
い
し
ゆ
か

（
お
梅
）
し
ら
か
べ
づ
く
り
の
す
ず
め

（
長
七
）
お
梅
様
す
、
め
と
の
に
あ

型
め、_〆

蕊
ネ様
る衿、

し
ら
か
べ
づ
く
り
の
す
ず
め
ど
の
、
所
は
こ
鎚
か
へ

お
梅
様
す
、
め
と
の
に
あ
い
ま
す
ぞ
さ
て
／
～

よ
ふ
こ
そ
お
い
で
な
さ
れ
ま
し
た

さ
ア
ノ
ｒ
、
‐
お
と
を
り
な
さ
れ

は
や
く
す
熟
め
と
の
に
あ
い
と
う
ご
ざ
る

け
つ
か
う
な
門
が
ま
へ
か
な
あ
、
く
た
ひ
れ
た
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正
し
き
じ
、
内
へ
か
へ
り
て
す
、
め
に
も
ら
い
し
か
る
き
つ
ず
ら
を
あ
け
み
れ
ば
金
銀
た
く
さ
ん
に
い
る
ノ
ー
け
つ
か
う
な

る
物
い
で
、
一
生
何
に
く
ら
か
ら
す
ゑ
い
ぐ
わ
を
し
そ
ん
に
つ
た
へ
た
り

（
弥
五
太
夫
）
う
れ
し
や
１
１
め
で
た
い
ぞ

け
ん
ど
ん
ば
、
ど
う
よ
く
も
の
な
れ
ば
か
の
を
も
き
つ
、
ら
の
ふ
た
を
あ
け
け
れ
ば
を
そ
る
し
き
ば
け
い
で
、
ば
、
に
く
い
つ

す
、
め
の
け
ら
い
ど
も
す
こ
し
の
う
ち
も
弥
五
太
夫
に
な
じ
み
て
の
こ
り
を
が
り
み
な
〆
、
い
と
ま
ご
い
す
る

弥
五
太
夫
か
り
そ
め
に
す
、
め
の
も
と
へ
た
づ
ね
き
た
り
て
ゆ
る
１
、
ち
そ
う
に
あ
い
み
や
け
に
つ
ず
ら
を
も
ら
い
て
か
へ
る
所

ば
、
様
へ
も
み
や
げ
せ
ん
と
て
を
も
き
つ
Ｆ
ら
を
で
つ
ち
長
七
に
し
よ
わ
せ
て
か
へ
し
す
ゞ
め
な
ご
り
を
し
む

（
舌
切
雀
）
御
じ
い
様
お
祢
様
を
な
ご
り
を
し
や

（
樫
負
婆
）
こ
り
や
な
ん
と
す
る

（
化
け
物
）
ば
ゞ
め
し
た
を
ぬ
く
ぞ

（
長
七
）
だ
ん
な
わ
た
し
が
し
よ
っ
た
つ
樹
ら
は
大
ぶ
ん
お
も
ふ
ご
さ
り
ま
す

（
弥
五
太
夫
）
さ
て
ノ
‐
、
ち
ょ
っ
と
き
て
久
々
と
う
り
う
し
て
い
か
い
ぞ
う
さ
に
な
り
ま
し
た
ゑ
ん
も
あ
ら
ぱ
そ
の
う
ち
あ

い
ま
せ
ふ
さ
ら
ば
ノ
‐
、
か
、
さ
ま
が
ま
っ
て
こ
ざ
ら
ふ
に
は
や
く
ま
い
り
ま
せ
う
此
つ
ず
ら
は
大
ぶ
ん
か
る

（
五
丁
裏
）

（
舌
切
雀
）
御
じ
い
様
お

（
お
梅
）
お
さ
ら
ば
よ
’
、

き
ざ
一

心
夢
』
ノ
ー
１
、
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